
復習シート ハイレベル生物② ２学期 ９回目 

第 48問－１ 第２学期 物質生産(その２) 

問１ 下の図を参考にして、次の文章中の空欄(ア～ク)に適する語句を入れよ。 

 

ある時点における、ある生物群集における生産者全体の総量を( ア )という。そして、

この生産者全体が１年の間に光合成(または化学合成)によって合成した有機物の総量を

( イ )という。これら有機物の一部は( ウ )によって消費され、また一次消費者に採

食されたり、枯れて散ってしまったりする。そこで、それらの量をそれぞれ( エ )・

( オ )・( カ )という。( イ )から( エ )・( オ )・( カ )を差し引いた分だ

け、次の年に生産者の( ア )が増える。この量を、( キ )という。なお、( イ )か

ら( エ )を差し引いた量を( ク )という。 

       

 

 

 

【解答】第２学期 第 48 問－１ 
問１ 

ア‐現存量  イ‐総生産量  ウ‐呼吸  エ‐呼吸量  オ‐被食量   

カ‐枯死量(＝死滅量＝死滅分解量)  キ‐成長量  ク‐純生産量  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第 48問－２ 第２学期 物質生産(その２) 

 

問２ 下の図を参考にして、次の文章中の空欄(ア～ク)に適する語句を入れよ。 

 

ある時点における、ある生物群集における一次消費者全体の総量を( ア )という。そ

して、この一次消費者が１年の間に( イ )した生産者の総量を( ウ )という。

( ウ )の一部は糞として排出されるが、この量を( エ )といい、( ウ )から( エ )

を差し引いた量を( オ )という。そして、この( オ )の一部は( カ )によって消費

され、また二次以上の高次の消費者に捕食されたり、病気や寿命で死んだりすることで減

少する。これらの量をそれぞれ( キ )・( ク )・( ケ )という。( オ )から

( キ )・( ク )・( ケ )を差し引いた分だけ、次の年に一次消費者の( ア )が増

加する。この量を成長量という。なお、( オ )から( キ )を差し引いた量を( コ )

という。 

       
 

 

 

【解答】第２学期 第 48 問－２ 
問２ 

ア‐現存量  イ‐摂食(採食・捕食)  ウ‐摂食量  エ‐不消化排出量 

オ‐同化量  カ‐呼吸  キ‐呼吸量  ク‐被食量  ケ‐死滅量(＝死滅分解量)  

コ‐生産量 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第 49問 第２学期 物質生産(その３) 

 

問 下の図を参考にして、次の文章中の空欄(ア～コ)に適する語句を入れよ。 

 

① 裸地から草原、低木林をへて陽樹が優占し始める頃までは、植物体が増加していく。

つまり、( ア )が増加する(＝( イ )が増加する)ことになり、( ウ )が次第に増

加していく。 

② 樹林が形成されると、下層には光が届きにくくなり、下層の( ア )が減少する(＝

( イ )が減少する)。その結果( ウ )が減少することになる。 

③ 陽樹と陰樹の( エ )、さらに陰樹どうしの( エ )が終了し、つまり敗者がいなく

なり( オ )のみとなる。こうなると各量が変化しなくなる。つまり極相林となる。 

④ 裸地から草原、低木林をへて陽樹が優占し始める頃までは、植物体が増加していく。

つまり、( カ )が増加することになり、( キ )が次第に増加していく。 

⑤ 樹林が形成されると、下層には光が届きにくくなり、下層の( ア )が減少する(＝

( カ )が減少する)。この分( キ )が減少するが、その一方で、木の幹などを構成す

る( カ )が増加する。従ってこの分の( キ )が増えるため、全体の( キ )は緩や

かに増加する。 

⑥ 極相に達すると( キ )も変化しなくなる。 

⑦ ( ウ )から( キ )を引いた値を( ク )という。( ク )は、裸地から陽樹が優

占し始めるころまで増加し続けるが、そこから先は減り続け、極相林の時点ではほとん

ど０となる。( ク )は、被食量・枯死量・( ケ )からなるが、( ク )が小さくな

れば、当然( ケ )も小さくなる。つまり、極相林は現存量も( コ )しなくなる。 

 

    

      

 

【解答】第２学期 第 49 問 
ア‐葉  イ‐クロロフィル  ウ‐総生産量  エ‐種間競争  オ‐勝者   

カ‐細胞  キ‐呼吸量  ク‐純生産量  ケ‐成長量  コ‐変化 



第 50問 第２学期 物質の循環(その１) 

 

問１ 生態系内の炭素の循環を表した下の図中の空欄(ア～カ)に適する語句を入れよ。 

 

    

 

 

問２ 炭素や窒素などの物質は生態系内を循環するのに対して、エネルギーは循環しない。 

この理由を説明せよ。２０字程度 

 

 

 

 

【解答】第２学期 第 50 問 
問１ ア‐光合成  イ‐呼吸  ウ‐呼吸  エ‐呼吸  オ‐呼吸・発酵  カ‐燃焼 

問２ 熱エネルギーとして生態系外に出ていくから。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第 51問 第２学期 物質の循環(その２) 

 

問 窒素の循環を表した図を参考にして、図・文章中の空欄(ア～チ)に適する語句を入れよ。 

 

植物・動物の遺体・排泄物中に  

はアミノ酸などの( ケ )が存  

在する。アミノ酸は( コ )と 

( サ )からなるが、( コ )は 

( シ )として利用され、 

( ス )と( セ )になる。 

( サ )は細菌自身の( エ ) 

に利用されたり、排出されたりす 

る。排出された( サ )はNH4
＋ 

となり、( イ )・( ウ )の 

( ソ )に利用される。その結 

果、NH4
＋は最終的にNO3

－とな 

るが、これを( ア )というこれ 

ら NH4
＋とNO3

－は、植物の( エ )に利用され、( ケ )の一部になる。 

一方、土壌中には( オ )が存在し、大気中の N2 を取り込み( タ )に必要な NH4
＋

を作り出す。これを( カ )という。 

また、土壌中の( キ )は、で有機物を酸化してエネルギーを取り出し、このエネルギ

ーでＡＴＰを作り出す。これは、( キ )にとっては( チ )だが、生態系内の窒素の循

環という観点から見た場合は( ク )と呼ばれる。 

 

 

 

 

【解答】第２学期 第 51 問 
ア‐硝化(硝化作用) イ‐硝酸菌  ウ‐亜硝酸菌  エ‐窒素同化   

オ‐窒素固定細菌  カ‐窒素固定  キ‐脱窒菌(脱窒素細菌)   

ク‐脱窒(脱窒素作用)  ケ‐有機窒素化合物  コ‐有機酸   

サ‐アミノ基  シ‐呼吸基質  ス・セ‐二酸化炭素・水   

ソ‐化学合成  タ‐窒素同化  チ‐呼吸(硝酸呼吸) 

 

 


